
 

 

 

 

 

 ６／９（木） 

「清作のおてつだい」の学習から 
 「家族のために『自分にできること』にはどのようなことがあるか」について

考える授業を行いました。 

 左手のけがで、農作業を手伝うことのできない清作（後の野口英世）が、母の

「学問で仕事をしてくれることが一番の『お手伝い』」という言葉で努力を重ね、

人を助ける医者になった姿から「人を思う心」について考えました。清作が頑張

れたのは、家族を思う心があったからで、そこから夢をもち、「みんなのため」

の仕事についたと考えを深めていました。また、自分にできる家族が喜ぶことを

たくさん考えていました。今頑張っているお手伝いやこれからやってみたいこ

とを発表しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道徳だより  


